
霧粒の大きさの分布の測定(][)

Kenji KωnIA， Kenji YAl¥[AJf: Measurement of the Size Distribution 

of Fog Partic1es. (ll) 
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S 1.測定法

議t\l:のんきさをilllJるのには，前年度の桜台1) に辿ぺた方法と litj じく，スライドガラスに塗っ

たツヱーデ.ルYlaの肢に議粒をおIlえ，とれを顕微鏡写真にm影して件られた粒の写民について，

それらの直径をilliJ る方法的/Jいた。議l~L を llU肢におIlえるには，外口往 5cm，内r1径 5mm の

流布i足立lの 1投入口を持。川向内に，内1:1 から 2~3mm 隔てて iliJを塗ったガラスを入れ，別の口

で(I}悶と連絡された注射掛を 'J I くととによって主張粒を合んだ空気を符伴内に吸込み，同時に霧

粒を iìlJ ll見 i乙飛込ませる p いわゆる吸入法主川いた。との方法は 5p.から 50ll の liijの直往を持

つ;が粒に対しては比較的よい布Il促率を持っているが，直径 5μ 以下というような小さい粒は油

を塗ったカ守ラス叔の I.l~凶 i乙逃げ易く，また，非常にえきい粒は外iこ rt，j って聞いているl吸入口の

壁に街突しやすい。それに， lIiJJに l吸込む議粒の数はilllJ ).ëの f足立上 100~1000 伯であるが，議

問にちかいような大きい霧粒は 1% 以下の割合で合まれているととが多いので， 1 回に吸入す

る粒のなかに入る機会が少ない。そとで，との!吸入法に並行して， 111f, 'j 1cm くらいのヵーラス板

にH じ油を塗しガラスの耐をJ.!ll\.rt，]に直角に立てて 10 抄/う王 20 秒川霧のなかにさらしておく

時/1\訟によって大きい粒の有無を淵べた。路11\法では大粒l王ど主Il捉率がよくなるのでとの日的

には:{f日合がよい。粒の大きさを泌IJるのには，実物の 200 併に 'J I き {lf1 した印画について 1mm 以

下切拾てで測定した。したがって，直径の 51l ごとの分割区1111内に入るJ8粒の数の頻度を求め

て粒径分布としたわけである。

S 2. 霧粒の大きさの測定結果

第 1 表は昭和 27 年 7 H 21 日から 8 Er 11 日までのfmに厚岸の霧観測所のi也上約 3m の

所で，吸入法によって 30 分~1 時Il\ J ごとに測定した粒径分布のなかから 31 回を取り出した

もので， 故大頻度の直径(長も数多くの譲位を合む直径区分)，最大頻度(との直径区分に入

る粒の数の全粒数に対する百分比)，数密度ならびに最も大きい粒の直荏(露H~法による)など

を示したものである。粒径分ギlîの:11ラは測定するごとに絶え十少しづっ変動しているのである

が，最大頻度の粒径は相当長い時11[]一定に保たれるととが多かった。第 1 去からもわかるよう
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箇/cm3 Iμ! 
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1O~15μ がとれにつl亡 p 今!立!の観測期rflJ中では 5~10μ または 0~5μ の場合が故も多く，

ぎ， 15/，-以上の場合は稀に一時的にあらわれたに過ぎない。例えば， 7 n 26 日では 17 時 20分

までは 0~5μ が続き， 17 時 30 分以後は翌日まで 5~10，11 が続いた。翌 27 日は 26 H から

そとでPそれ以後は1O~15μi乙段々頻度を示す霧が続いた。引続き 18 時ごろまで 5~10p ，

去のなかに26 1=1, 27 日両日のうち同じ壮大頻度粒径を持った霧をまとめて 4 車nの群に分け，

それぞれ番号 (i) ， (ii) , (iii) および (iv) を付した。第 1 園 (a) は 7 月 26 日の議 (i) お

(ii) についておのおのの群のなかの霧の桂径分布の千均の分布rH流jhを示したもので，第よび
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第]図 (d) 霧粒の大さの分布曲線

ρ: 頻度 d: 窃粧の直径
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第 1 図 (b)

1 閣 (b) は 27 r~ の霧 Ciii) および、 (iv)

の平均分布!111[(:Jí~である。つまり，閲のなか

に帯号とともに記入しである時11\1の範囲内

では，その詐サを小jーした分布 llli純とほぼ同

じ分布Ilh械をJfった粒径分布の援が観測さ

れたわけで、ある。 7 n 25 日を除いて，他
のrIに観測された霧は，いやれもそれ等の

故大頻度のlÜ慌にしたがってそれぞれとれ

らの 11[1紘に似た形の分布を示した。第 1 図

(d) は前年度( I!(j 平I! 26 年)荒行で観測さ

れた粒径分イliの fU夫(!句なものを比較のため

に示したものである。第 1 表とみrD 図から

あきらかなように，今年度!豆岸で観測され

た主主は前2 ヵ 1，1"11::落石で筆者等が観測した

霧，あるいは|昭和1 19 I，f恨去で、小口氏.'3)が

観i)!!) した議にくらべて 10μ 以下の芭詫を

もっ小さい粒が著しく多いのが注日され

る。そのI;;WI は，厚j=;-tの観測地点が再:j さ約

70m の崖のト.にあるため p そとで観測される援は p もともとが~:.J-.を移流してきた霧にとの凝

を合む気塊カrm をはい上る I~.去に断熱冷却によって新たに生じた惑が混合したもので，したがっ

て粒径分布も移流霧本来の位径分布と二.:j((!'~'乙川来た大きさのそろった小さい粒の分布とが主
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とれら 2 つの11t径分ギjiの形如何によっては，なったものを観測するが;県であると考えられる。

実際に uç 1 図 (b) の I!i!線合成された粒径分イji に 2 つの山があらわ~Lるとともあるわけで，

(iv) と un 図 (c) がその例である。?存干[も， ('尉~':I主高さ 40m のmlとなっているから，←1: と

川じ型P.III で二..:.í( (I"Jの怒が川来るはやであるが，前2 rij/'j三の観i!llJ地点はJHから 200m ないし 800

士l包1:. 1 思I Il Jで、は4かに地問iß付近の生気がノ'}'(蒸気に対してイ~íihl :f ll になるのでpm のll'fi肖i~があ ì) , 

しかし1也J-:~2m で111HJtした浮で、は直径 10/1. 以ドの粒が 70，96以上を Ili めるととは1n同通った。

12m ではとれが 7096 以上になっているととが数Ir_íì観測された。地rú目立くのん気がぶ蒸気に

そのなかで霧粒の大きさの分11iが必発のためにどのように対して不飽和になっているときに，

変るかについては， f!{i平11 26 "1'.)支の報台1) のなかで， XIJl論(I'~に計 ~Îーした品μ

土也J'. 4m J.:ス 1..の ît' :jNîで、はしばしばfli1 :fll 27 '.j-'.~'存fÎで大存多L\:3) が観i!llJ したととろによると，

10/1. .tJ. ドの直話の1'-'Lが非常に多く ， '-}j地上 1m ではさほど多くないという結果がはっきり

mている。

しかし，今年度ーの落石における観iJll附;県と前 2 í;\;j年司王将司ご与が落石で l'iJ じ高さで観測した'{，立径

したがって，lÜ径 10μ 以 Fの小さい粒が分1ji を比較すると，今年!立の方が小さい粒が多い。

多いというのはI!行手11 27 .~jミの訴の特徴とも))えられるが，今年度の両地)jの観iJ!iJfJlLを比較する

第 1 図 (a) , やはり!副主で観測された湯の方が小さし、粒を著しく多く合んでいるから，と，

のような:Jl'bの粒径分布はいやれも上に述べたような二次的に発生した霧のために件(b) , (c) 

られたものであろう。

草の中の霧水量の垂直分布についてS 3. 

林が;j-!~粒を相H足する効一月L を長!.'.jべるー I二には，林のない1J'i j:t包で平によってすillえられる議水の量も
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第 2 図 草地の地面的近の霧水量と霧粒数の垂直分布
11: 地面からの高さ '1': 霧水量 11: 霧粧数，

111 , 112 お土び 113 はそれぞれ 0~10μ ， 1O~50μ お

土び 50~60μ の直径を持つ議粒数，

cp , _n , 11I・ー・・・・・・(土L 、ずれも地上 150cm での値を

1. 0 とする。

100 Ocm ノ50.

h 
50 100 150 

風のiNr]勤拡散率 K との積は p 平

の上回に似定した水平な単位面積

を泊って単位時!日]1乙平のなか 1Cì.亘

第 2 図 (a) は 7 月 26 日 19 時 50

分に測定した平地の霧水量の二垂直

い込まれる霧71'くの量 EI乙等しい。
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分布である。苧の高さはおよそ 80・cm で，地上 150cm での湯水量は 253 mgjm3 で、あった

が，亭の上回の高さでの d<pjdz の位は 177mg!ml である。今， K の値を 10'cm2!sec とす

ると，

E=K (drp/dz) ニ 64g/m~hr 

を得る c 同じ時刻に大ìTIH告文りが金詐jを HJ いて直接 E の紅[を ìJlIJ定した結果によると ， E竺70

g!m2 hr となっている。との航は 10 時間の平均をあらわすものであり，筆者の測定ば 10 分

HlJの間に測定したものであるがよく一致してお; � ，また ， K の 1ílL を 103cm2/sec ととるととが

安当であるととを示している。 t.(Ç2 図 (b) は霧粒の数件i度(単位休積中の霧粒数)が平のな

かに入るにしたがって減少するありさまを粒の大きさ別に示したものでるる。との図からわか

るように p 大きい粒ほどすみやかに減少している。とれは，大粒;王ど1fI-に主Iì捉されやすいため

であり，第2 図 (a) に示した霧水量の減少が草に上る霧粒の布Jì捉に原因しているととを示す

ものである。

故後I乙 p 以上のilllJJëにつきいろいろと御指導を問わった古川教授に l手〈感謝する失第であ

る U
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Fog particIes were caught in a thin oil layer spread on a slideglass by a 
hand-portable device. They were photographed by a microscope and their diaｭ

meters were measured on the enlarged positive print. 
The mode of distribution of particIe diameters, number density of particles 

and diameter of the largest particIes observed at Akkeshi in July and August, 
1952，訂e tabulated in Table 1 together with some other meteorological conditions. 
It was found that almost aII fogs were rich in smaII particles with diameters in 
the range 0-5μor 5~10f1. This might be ascribed to the adiabatic cooling 
which takes place in the air mass carrying the fog when it cIimbs the seashore 
cIiff about 70 m high, since during the cooling process a number of minute fog 
particIes wiII be produced afresh intermingled with the particIes originaIly conｭ
tained in the wind blowing over the sea. This presumption is supported by the 

fact that fogs showing the dropsize distribution with two modes of diameter 
were at times observed_ 

Fog water content rp was measured at various hights (0~200 cm above the 

ground) in the open field covered with grass about 80 cm high. The vertical 
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gradient of water content of fog (drp/dz) at the top of grass multiplied by eddy 
diffusivity νgives the quantity of fog water E carried downwards in an hour 
by the eddy diffusion of air through 1 m~ of a horizontal plane lying at the top 
of the grass. E w出 found to be 64 gr/m2 hr when rp at a height of 150 cm 
above the ground was 253 mg/m九 νbeing taken as 103 cm3/sec. This value of 
E is very c1m:e to that directly measured by Oura at the same time. 




